
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ#68 
横浜市こども植物園の 

柿 
2023.10.19 

島 田 祥 生 

柿喰えば・・・って 
どんな柿を食べたのでしょうね 
固いやつを、歯でガリっと割ったか 
熟してとろとろのを啜ったか・・・ 前者かな 
 
いずれにしても日本人には身近な柿の木が 
９７種も植わっている 
国内に６００種ともいわれているようですが 
地方での呼び名の違いもあるので 
その半分か 1/3 くらいではないかとのこと 
こども植物園は、すごいですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは、柿の実は摘果しないで 
自然のままを見せているそうです 

したがって、次郎柿にしても富有柿にしても 
スーパーで見るような立派なものではありません 

ここにある柿、どこが違うのか 
さっぱり分からないものもありますが 
とにかく、ご覧になってみてください 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柿は中国から来たと言われていますが 
この禅寺丸は、６００年ほど前から 
川崎の王禅寺に自生していた甘柿だそうです 
「柿生」という地名もそこからとか 
 
そういえば、柿生の小学校の特別授業に行って 
この柿をご馳走になったのを思い出しました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この柿の実は 

大きさが３ｃｍくらい 
鈴なりです 

渋柿と書いています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

程よい大きさで 
甘くて 

種がなくて 
超人気 

でも、渋抜きが必要なんですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柿展をやっていました 
果樹園から持ってきた柿の実がいっぱい 
 
柿に関する豊富な展示 
いやあ、柿ってすごいですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なるほど、どうりで、種のまわりのキトキトが特に甘いのだ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 これは、朗報ですよ 

是非、お試しあれ！！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒柿で身上をつぶしたなどと聞いたことがあります 
幹を切ってみないと 
黒柿があるか分からないそうです 
 
しかし、魅力的な色合いと模様ですね 
木の肌もいい 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

「枝もたわわに」、とはよく言ったものですね 
よくぞ異常な暑さを潜り抜けてきてくれた 
いや、手入れが大変だったことでしょう 
 
柿好きの一人として、みんな食べてみたい 
固いのも、熟したのも、干したのも・・・ 
しかし、ここのは食べさせてもらえないそうです 
いやいや、見るだけで十分満足満足 


